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①第三者評価機関名

②施設・事業所情報

名称：

代表者氏名： 80  (73 ) 名

所在地：

TEL：

　職員数 常勤職員： 17 名 8 名

　専門職員 保育士 15 名 1 名

看護師 0 名 3 名

用務員 0 名 1 名

　施設・設備
　の概要

居室数： 設備等：

③理念・基本方針

栄養士

調理員

非常勤職員：

保育室４室、調理室、
事務室、応接室、倉庫

保育理念
・一人ひとりを大切にし、利用者（子ども・保護者）や地域に信頼される保育所を目指す

保育方針
・心豊かで思いやりのある子どもを育成する

・年齢に適した基本的な生活習慣を身につける

・挨拶を励行する

種別：

　経営法人・設置主体（法人名等）：

　開設年月日

ホームページ：

232-0006

http://www.minami-aijien.jp

園長 須藤　愛里

神奈川県横浜市南区南太田二丁目7番21号

宗教法人大光寺

1954年5月1日

045-731-1401

定員（利用人数）：

第三者評価結果報告書

株式会社　学研データサービス

園庭

事務員

【施設・事業所の概要】

南愛児園 認可保育園
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④施設・事業所の特徴的な取組

⑤第三者評価の受審状況

1 回 （ 2017 年度）

⑥総評

◇特長や今後期待される点

◆保育環境を整備し、子どもが主体的に活動できるようにしています
　子どもたちが、生活や遊びに興味や関心を持って主体的に活動できるよう、保育環境の設定を工夫していま
す。3～5歳児クラスは、保育室をオーブンスペースにし、合同で保育活動が行えるようにしています。各クラ
スの保育室には、本棚を設置し、年齢に合った興味をもてるような絵本を置き、子どもたちが興味や関心のあ
る絵本を選べるようにしています。また、保育室にはコーナー遊びのスペースを用意し、子どもたちが好きな
遊びを自主的に行えるようにしています。異年齢保育では、2、3歳児を1グループ、4、5歳児を1グループに
編成しています。運動会やお別れ会などの行事では、子どもたちが協同して活動することを経験しています。

　園は、運営法人である寺院の境内に立地しており、恵まれた自然環境の中で、「心豊かで思いやり
のある子どもを育成する」ことを保育方針として活動しています。近くには多くの公園があり、裏山
では野生のりすを見ることができるなど、子もたちは自然に触れながら育っています。保育活動にお
いては、花や野菜の栽培を行っており、夏には、ゴーヤやきゅうりで緑のカーテンを作っています。
また、子どもたちが、植物の生長観察記録をつけています。収穫した野菜は、調理活動や野菜の断面
を利用したスタンプ作りなどに使用しています。毎年、5歳児クラスの子どもたちが育てた朝顔の種
を、次年度の5歳児が引き継ぎ、花を咲かせることを通じて、心豊かな子どもの育成につなげていま
す。園舎は、木材をふんだんに使用し、木のぬくもりが感じられる造りになっています。また、床は
コルクを使用し、天井が高く明るい開放的な構造になっています。3～5歳児クラスは、オープンス
ペースの保育室を使用し、保育室内は仕切りがなく、子どもたちが活動に取り組みやすい環境を設定
しています。2歳児クラスは、専用の保育室を使用し、ゆったりと過ごすことができるよう配慮し、
年齢や発達に応じた保育を行っています。

　保育運営においては、「利用者や地域に信頼される保育所を目指す」を目標とし、地域の子育て支援に取り
組んでいます。支援活動にあたっては、南区保育施設長会議や地域の保育福祉事業の関係者団体に参加し、地
域における関係機関との協力体制を築いています。子育て支援活動としては、「遊ぼう会」への招待、園庭開
放、育児相談、一時保育などを行っています。遊ぼう会では、地域の子育て親子を招待し、絵本や紙芝居の読
み聞かせ、ゲーム遊びなどを園児といっしょに楽しむことができるようにしています。園庭開放では、遊具の
提供や遊び方の指導を行っています、育児相談については、主任及び栄養士が相談に応じる体制を整えていま
す。

◆関係機関との協力体制を築き、地域の子育て支援活動を行っています

（契約日）～

2023年2月8日 （評価結果確定日）

　評価実施期間 2022年6月22日

　受審回数（前回の受審時期）
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⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント

⑧第三者評価結果

　　別紙２のとおり

　まずは、ご協力いただきました皆様に心より感謝申し上げます。園として5年振り、2度目の第三
者評価受審となり、前回の受審時に明確となった課題や、南愛児園として自信をもって取り組んでき
た事に対し、評価を頂き大変嬉しく思っております。
　今後も保護者の皆様と一緒に子ども達を見守り、成長を喜び合っていけるよう努めて参ります。


